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午前１０時５５分開会 

○委員長（森垣 康平） すみません、皆さんおそろ

いですので、ただいまから建設経済委員会を開会い

たします。 

 ちょっと挨拶は省かせていただきます。 

 本日の議事進行についてですが、建設経済委員会

審査と予算決算委員会に係る建設経済分科会審査

を適宜切り替えて行いますので、ご協力をお願いい

たします。 

 それでは、協議事項１番、付託・分担案件の審査

に入ります。 

 まず、委員会に付託されました議案の説明、質疑、

討論、表決を行い、次に、当分科会に分担されまし

た議案についての説明、質疑、賛否の確認を行いま

す。 

 委員の皆さん、当局の皆さんは、説明、質疑、答

弁に当たりましては、くれぐれも要点を押さえ簡潔

明瞭に行うなど、スムーズな議事進行に格別のご協

力をお願いいたします。 

 また、委員会での発言は、委員長の指名の後、発

言者名を名のって、マイクを使用して行っていただ

きますようお願いいたします。 

 それでは、第１４７号議案、令和７年度豊岡市水

道事業会計補正予算（第４号）を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 水道課、佐伯参事。 

○水道課参事（佐伯 勝巳） ２２３ページをご覧く

ださい。第１４７号議案、令和７年度豊岡市水道事

業会計補正予算（第４号）についてご説明いたしま

す。 

○委員長（森垣 康平） ちょっと待ってください。 

 すみません、どうぞ、お願いします。 

○水道課参事（佐伯 勝巳） よろしいでしょうか。 

○委員長（森垣 康平） はい。 

○水道課参事（佐伯 勝巳） 内容につきましては、

本会議で上下水道部長が説明しましたとおり、今回

の補正の目的は２点ありまして、１点目は人事院勧

告に準じる給与改定への対応であり、２点目は水道

料金の基本料金減額への対応でございます。 

 ２点目の水道料金の基本料金減額の実施内容は、

本年９月から１１月にかけて実施した内容から時

期をずらしたものですが、改めてご説明をいたしま

す。 

 水道メーターの口径は全部で７種類ありますが、

小さいほうから２種類、１３ミリと２０ミリは主に

一般家庭で使用されています。その２種類のメータ

ーをお使いの方の水道料金の基本料金部分を二月

分、１３ミリの場合は２，１１２円、２０ミリの場

合は４，１８０円を減額します。どの二月が減額対

象かは、検針時期によります。 

 本市では、各ご家庭の水道メーターを２か月置き

に検針し、その時期によって２グループに分かれて

います。１つ目のグループ、１月下旬から２月上旬

にかけて検針する地域、具体的には豊岡地域の一部

と城崎、竹野、出石地域ですが、これらの地域では

１月分請求額、２月分請求額の２か月間の基本料金

を減額します。同様に２つ目のグループ、２月下旬

から３月上旬にかけて検針する地域、豊岡地域の一

部と日高、但東地域ですが、これらの地域では２月

分請求額、３月分請求額を対象といたします。 

 なお、各月分請求額の納付期限ですが、１月分は

土日を挟んで３月２日、２月分は３月３１日、３月

分は４月３０日となります。 

 実施内容の説明は以上としまして、補正予算の説

明をいたします。 

 ２２６ページをご覧ください。収益的収入及び収

支の表でございます。 

 上段の収入につきましては、給水収益を８，５１

６万２，０００円減額します。二月分の基本料金を

減額する影響額を計上しています。また、一般会計

補助金を８，７１６万２，０００円増額します。先

ほどの給水収益の減額分と委託料の増額分とを合

わせて、収支均衡となるよう一般会計から繰り入れ

るものでございます。 

 下段の支出につきましては、全体で５８９万５，

０００円の増額で、次のページの一番下の料金計算

システムの改修費として、委託料２００万円とその

他は給与改定の対応分を計上しています。 
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 ２２８ページをご覧ください。資本的収入及び支

出です。 

 資本的支出１２２万４，０００円の増額について

は、給与改定の対応分を計上しています。２２９ペ

ージ以降に予定キャッシュ・フロー計算書などを添

付しておりますので、ご清覧願います。 

 説明は以上です。 

○委員長（森垣 康平） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（森垣 康平） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（森垣 康平） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（森垣 康平） ご異議なしと認めます。よ

って、第１４７号議案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定しました。 

 続きまして、第１４８号議案、令和７年度豊岡市

下水道会計補正予算（第３号）を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 下水道課、野畑課長。 

○下水道課長（野畑 修身） ２３５ページをご覧く

ださい。第１４８号議案、令和７年度豊岡市下水道

事業会計補正予算（第３号）について説明をさせて

いただきます。 

 内容につきましては、本会議で上下水道部長が説

明したとおり、人事院勧告に伴う人件費の増額補正

ですが、改めて実施計画で説明させていただきます。 

 ２３８ページをご覧ください。収益的収入及び支

出では、収入の営業外収益を１，０００円、支出の

営業費用を３２４万８，０００円増額しています。 

 また、２３９ページの資本的収入及び支出では、

支出の建設改良費を１５１万４，０００円増額して

います。いずれの増額も給与改定に伴うものです。 

 説明は以上です。よろしくお願いします。 

○委員長（森垣 康平） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（森垣 康平） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（森垣 康平） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（森垣 康平） ご異議なしと認めます。よ

って、第１４８号議案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定いたしました。 

 ここで、建設経済委員会を暫時休憩いたします。 

午前１１時０３分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前１１時０３分 分科会開会 

○分科会長（森垣 康平） ただいまから建設経済分

科会を開会いたします。 

 それでは、第１４１号議案、令和７年度豊岡市一

般会計補正予算（第７号）を議題といたします。 

 当局の説明は所管事項に関わる部分について、課

ごとに歳出、歳入、繰越明許費補正の順にご説明お

願いいたします。 

 まずは、コウノトリ共生部環境経済課、瀬崎部次

長、よろしくお願いいたします。 

○コウノトリ共生部次長（瀬崎 晃久） お手元の資

料１１０ページ、１１１ページをお願いいたします。 

 １１１ページの上から２枠目になります、目の２、

商工振興費の人件費分と商工振興事業費といたし

まして、国の地方創生臨時交付金を活用させていた

だき、プレミアム付商品券事業に取り組む経費とし

て１７億１，０００万円、合わせて人勧差額の雇用

保険料になります２万２，０００円を合わせました

１７億１，００２万２，０００円の増額補正をお願

いするものです。 

 続いて、歳入のご説明をいたします。８６ページ、

８７ページをお願いいたします。 

 ８７ページの２段目になります。目の２１、地方

創生臨時交付金のうちプレミアム付商品券事業の
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該当分といたしまして、６億２，２００万円の増額

補正をお願いするものです。 

 同じページ、最下段になります。目の６、雑入の

プレミアム付商品券販売収入といたしまして、１０

億８，８００万円の増額補正をお願いするものです。 

 最後に、繰越明許費についてご説明をいたします。

７９ページをお願いいたします。 

 第２表、繰越明許費の補正といたしまして、２段

目になります。商工振興事業として、プレミアム付

商品券事業に取り組む経費、１７億１，０００万円

を計上しております。 

 環境経済課からの説明は以上です。 

○分科会長（森垣 康平） 次に、上下水道部水道課、

佐伯参事、よろしくお願いします。 

○水道課参事（佐伯 勝巳） １０５ページをご覧く

ださい。まず歳出です。 

 一番下の辺りです。水道事業会計負担金を８，７

１６万２，０００円増額しています。これは、先ほ

ど、第１４７号議案でご説明いたしました水道事業

において、基本料金を２か月間減額するための負担

金でございます。 

 ８７ページをご覧ください。続いて歳入です。 

 上から２番目の表、地方創生臨時交付金７億９１

６万２，０００円のうち８，７１６万２，０００円

が、先ほどの水道事業への負担金の財源となります。 

 説明は以上です。 

○分科会長（森垣 康平） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 西田委員。 

○委員（西田  真） プレミアム商品券なんですけ

ど、今回はどれくらいの店で使えるんかいうのが、

今まで以上のいろんな店で使えるような配慮をし

ていただきたいと思うんですけど、もう全てぐらい

な商店で使えるような感じにしていただきたいん

ですけど、どういう感じなんでしょうか。 

○分科会長（森垣 康平） 瀬崎部次長。 

○コウノトリ共生部次長（瀬崎 晃久） 私も個人的

には委員と同じ思いを持っております。前回が、参

考までに６９１店舗でご登録いただいて、事務を進

めさせていただきました。 

 しかし、それぞれの店主様によってお考えもござ

いますので、商工会議所さん、商工会さんにお声か

けをいただいて、できる限り広く周知をして、その

上でご判断いただきたい、しっかりと周知に努めて

いきたいと思っております。以上です。 

○分科会長（森垣 康平） 西田委員。 

○委員（西田  真） 特に田舎のほうで使えないと

いうような話が出とるんですけど、その辺の配慮は

どういう感じになってますか。 

○分科会長（森垣 康平） 瀬崎部次長。 

○コウノトリ共生部次長（瀬崎 晃久） 先ほどと同

じお答えにはなりますが、それぞれの店主さんのお

考えが、影響しているのではないかと思います。 

 都市部、田舎に限らず、それぞれの経営者のご判

断になろうかと思います。繰り返しですが、しっか

りと回収の方法ですとか、地域差がないように、商

工会、商工会議所様、金融機関様と連携して取り組

みたいと思っております。以上です。 

○分科会長（森垣 康平） 西田委員。 

○委員（西田  真） それは、言っとられることは

分かるんですけど、特に田舎の人が使いにくいとい

う話がよく出ておりますんで、田舎のほうのお店に

対して使えないとか、その店主さんの考えも当然あ

るんですけど、その辺も何とかそういう協力をして

いただくような格好で、参加していただくようにお

願いもしていただいて、田舎ほど使えるように、中

心市街地は結構いろんなところが手挙げとられる

んですけど、田舎のほうがなかなかそうやって手が

挙がってないようなことをお聞きしますんで、その

辺もちょっとお話しして、お願いして、それに参加

していただいて、田舎の人もそこの地元で使えるよ

うな配慮をしていただきたいと思っておりますの

で、その辺も含めてよろしくお願いしたいと思いま

す。以上です。 

○分科会長（森垣 康平） ほかございませんか。 

 清水委員。 

○委員（清水  寛） プレミアム商品券について、

これはもうおなじみの形ではあると思いますけど
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も、なかなか最終的な集計が大手の店にどうしても

集約してしまうという問題があると思います。これ

は、どうしても小さなお店の場合は、その分の事務

の手間というよりも、そのまま使い回してしまうと

いうことが実質的にあるために、そこに最終、吹き

だまっていくのが大きいところになっているとい

うことだと思うんですけども、その点について何ら

かの対策というか対応というのは考える必要があ

るかなと常々思うんですけども、いかがでしょうか。 

○分科会長（森垣 康平） 瀬崎部次長。 

○コウノトリ共生部次長（瀬崎 晃久） 私も過去３

回、実施をさせていただいてまして、それぞれの集

計結果、また、分析をしております。やはりエネル

ギー・物価高騰対策としての物価上昇率、これによ

る生活者支援といった思いと当環境経済課がさせ

ていただいているのは、そこにプレミアム率を足す

ことによる域内の経済循環という２つの視点で、直

接現金を給付するのではなくて、商品券事業として

おります。 

 どうしても生活者の皆さんがお買物をしていた

だくのが、スーパー様ですとか、そういったところ

になってしまっているというのは、実態として数字

でも出ております。 

 しかしこういった機会に、改めて、地域に根づい

た小売店の皆様にも、先ほど、西田委員からもご指

摘がありましたとおり、改めて地域の核、生活を支

えていただいている事業者様として、商工会、商工

会議所様、金融機関と一緒になって、ＰＲに努めて

いきたいというふうに考えております。以上です。 

○分科会長（森垣 康平） 清水委員。 

○委員（清水  寛） なかなかアナログ媒体とか紙

だからというところの、当然メリットもあるんです

けど、デメリットの部分というのもあると思います。 

 その意味では、県のされている「はばタンＰａｙ

＋」のようなデジタル商品券のような形というのも

検討する必要があるのかな。特に今はマイナカード

を使ったというのも、全国的な取組もあるんですけ

ども、その辺についてのお考えというのは、今回検

討されたかどうかというのも含めてお聞きしたい

と思います。 

○分科会長（森垣 康平） 瀬崎部次長。 

○コウノトリ共生部次長（瀬崎 晃久） 本当にデジ

タル化というのは、どんどん進んでくるものだと認

識しております。 

 一方で、兵庫県が進めていただいてます、「はば

タンＰａｙ＋」につきましても、つい先般の新聞で

もありましたように、やはり利用率が伸び悩んでお

られるといった記事も目にいたします。近隣でもそ

ういったデジタル的なものに取り組まれている市

町さんもいらっしゃいます。昨年の実施以前からこ

のデジタル化ということにつきましては、市の中で

真摯に検討しております。今回の生活、物価上昇の

ための支援策といったことで見ますと、やはりお年

寄りにも使いやすい、このアナログ形式というのが、

事業者様や我々職員にも大変事務の負担はありま

すけれども、取り組んでいく必要があるという判断

で、今回、アナログの方式を取らせていただきまし

た。 

 今後は、当課のみならず、市全体でそういったデ

ジタル給付的な、デジタルでの事務の進め方という

ことについても、しっかりと検討していく必要があ

るというふうに認識をしております。以上です。 

○分科会長（森垣 康平） そのほか。 

 西田委員。 

○委員（西田  真） すみません、ちょっと先ほど

質問したんですけど、前回、６９１店舗でご利用が

あったということですけど、豊岡市内の店舗数って

何件くらいあるか、ざくっとでもいいんですけど、

お分かりでしょうか。 

○分科会長（森垣 康平） 瀬崎部次長。 

○コウノトリ共生部次長（瀬崎 晃久） すみません、

今、ちょっと手持ちに数字を持っておりませんで…

…。 

○委員（西田  真） また後で。 

○コウノトリ共生部次長（瀬崎 晃久） はい。後日、

提出させていただきます。申し訳ございません。 

○委員（西田  真） 先ほど言いましたけど、何回

も言いますけど、ほとんどの店でできるように、そ
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の辺も配慮していただきたいと思います。 

 そして、いろんな自治体では現金を渡すというよ

うなところもあるんですが、そういうのは検討され

たかどうか、その辺、ちょっと教えていただければ

と思います。 

○分科会長（森垣 康平） 瀬崎部次長。 

○コウノトリ共生部次長（瀬崎 晃久） 清水委員の

お答えとかぶるところはあるんですけれども、物価

高騰対策として考えられるのは、今回我々が取り組

むように、プレミアム率を給付して総額を増やして、

地域の経済循環に取り組む方法と現金ですとか商

品券をお配りする方法と２者あります。今回、前回、

このプレミアの商品券にしたというのは、やはり環

境経済課の重要な観点でもあります、域内経済の循

環という意味で、原資を出していただいて、そこに

プレミア率を足して、総額を増やして、域内の経済

の循環の量を増やしていこうという取組になりま

すので、後者といいますか、このような選択をして

おります。 

 現金の給付ですとか商品券の交付というのも重

要な施策だとは認識しておりますが、今回はこのよ

うな方法を取らせていただいているというところ

です。以上です。 

○委員（西田  真） 前回も今回もそれでいいと思

ってますけど、検討されたかどうかだけ、ちょっと

聞きたかっただけですので、ありがとうございます。 

 そして、水道料金、２か月間の１月－３月の間で

検査いうんか、場所によって違ういうたけど、旧１

市５町でいろいろと言われましたけど、それで２か

月間以上に延ばすとか、そういうのも検討されたか

どうか、その辺、ちょっとお聞かせいただければと

思います。 

○分科会長（森垣 康平） 谷垣部長。 

○上下水道部長（谷垣 康広） 基本的には市全体で

どういうような事業を行うかという中で、プレミア

ムだったり、今回、水道料金の基本料金というとこ

ろなんですけども、水道事業としてはあくまで受け

身というか、一般会計の中から支出していただける

ので、じゃあ、させていただきますという立場であ

りますので、こちら側から、じゃあ、２か月しまし

ょう、４か月しましょうかというふうな立場でない

ので、そういったところでは、我々としては検討し

ていないということになります。 

 市全体として、交付いただく予算に対して、どの

ような手だてができるかという中で、今回、水道と

いうのを前回させていただいたので、早い時期に手

をつけることができるであろうと。できるだけ早く

市民の方に還元できることということで、今回、１

月料金からできるということで、すぐできるという

中でする。そして、広い市民の方へできるという中

での水道料金、基本料金２か月分ということでさせ

ていただいとるということであります。よろしくお

願いいたします。 

○委員（西田  真） 以上です。 

○分科会長（森垣 康平） そのほかありませんか。 

 辻委員。 

○委員（辻  至誠） すみません、プレミアムの商

品券なんですけども、郵便局が最近減ってきてると

いうのもありまして、交換券配布されるんですけど

も、郵便局まで行く時間がない。働いとる人はその

時間帯に行けるっていうことが少ないという。私も

以前、働いてましたが、そういうのもありまして、

行けないからできないっていう、そこをもう少し何

かできたらなと思うんですけども。 

○分科会長（森垣 康平） 瀬崎部次長。 

○コウノトリ共生部次長（瀬崎 晃久） ご指摘のと

おり、郵便局様に限らず、ＪＡ様ですとか金融機関

様、統廃合で店舗数が減っておるということは認識

をしております。 

 その中で、商品券と引き換えする換金業務に類す

る事業になりますので、そういったことができて、

なおかつ、先ほど申し上げました部類の中では、一

番、市内のたくさんの店舗数があるということで、

郵便局様に今回もご無理なお願いをしているとこ

ろです。 

 今後につきましては、やはり市民の皆様のお声も

しっかりと聞かせていただいて、もし、次、このよ

うな取組があるようでしたら、やはり近いところで



 6 

交換していただくというのも重要だと考えており

ますので、検討をしっかりしていく必要があるとい

うふうに認識をしております。以上です。 

○分科会長（森垣 康平） よろしいですか。 

○委員（辻  至誠） 以上です。 

○分科会長（森垣 康平） そのほか。 

○委員（西田  真） もう１点だけ。ごめん、ごめ

ん。関連ですけど、前も聞いたんですけど、簡易郵

便局は今回は入りますか、どうでしょうか。 

○分科会長（森垣 康平） 瀬崎部次長。 

○コウノトリ共生部次長（瀬崎 晃久） 前回と同じ

数、郵便局様のほうにお願いをするように、本局、

また今、大阪のほうが管轄しておられますので、こ

れから協議を進めていきたいと考えております。 

○分科会長（森垣 康平） はい。 

○委員（西田  真） 前回、簡易郵便局は入らなか

ったと思うんですけど、今回入るいうような感じで

動いとられるんですか、どうでしょうか。 

○分科会長（森垣 康平） 瀬崎部次長。 

○コウノトリ共生部次長（瀬崎 晃久） 前回も市内

２６郵便局様のほうにご協力をいただきまして、大

阪局様のほうから、全ての局長様に集まっていただ

いて、ご説明をしていただいて、ご賛同、ご協力い

ただいたと認識しておりまして、私の中では分母が

２６で、分母分子が２６という認識でしたので、ま

た、改めまして勉強させていただいて、お答えさせ

ていただくようにお願いしたいと思います。申し訳

ございません。 

○分科会長（森垣 康平） はい。 

○委員（西田  真） 前回も簡易郵便局は入ってな

かったんですよ。ほんで、その辺も全て、簡易郵便

局も入れていただくようにいうお願いはしたんで

すけど、やはり入ってないんですよ、簡易郵便局は。

その辺も行きたら、いや、うちは取り扱いできませ

んという話が結構いろんな簡易郵便局であるみた

いですから、その辺も、郵便へ行ったら、一般市民

の方は交換できると、券の引換えができると思っと

られますから、行きて、いや、うちはできませんと

かいうような感じになったら、やはり市民にとって

は不便ですんで、その辺も含めて全ての郵便局、簡

易郵便局も含めてできるように、お願いしたいと思

いますので、よろしくお願いいたします。 

○分科会長（森垣 康平） 瀬崎部次長。 

○コウノトリ共生部次長（瀬崎 晃久） ご意見のと

おりだと思います。 

 ただ、これも郵便局長様のご判断にもなりますの

で、先ほどの店舗様、加盟店舗様と同じように、ご

説明申し上げて、ご賛同、ご協力いただけるように、

しっかりと周知、告知に取り組んでまいりたいと思

います。以上です。 

○分科会長（森垣 康平） はい。 

○委員（西田  真） それで、簡易郵便局が今回も

できないようであれば、簡易郵便局はできませんと

か対象外ですとか、そういうことをちゃんと入れて

おかなければ、市民の方が行かれたら、いや、うち

はできないですって二度手間になってしまいます

から、その辺はちゃんと掲載されるようによろしく

お願いします。 

○分科会長（森垣 康平） 瀬崎部次長。 

○コウノトリ共生部次長（瀬崎 晃久） 店舗様も換

金ができる郵便局様も一覧にして、周知、告知はさ

せていただいております。 

 ただ、お目に届いていないということで、そうい

った誤りが、また、ご不満が出ているという事実だ

と思いますので、しっかりと周知、告知に努めて、

事実の発表を的確にできるように、周知、告知に努

めてまいります。 

○委員（西田  真） 以上です。 

○分科会長（森垣 康平） そのほかありませんか。 

 西垣委員。 

○委員（西垣 秀昭） すみません、聞き漏らしたの

か分かりませんが、プレミアム商品券はいつ、引換

券の交付は始まるんでしょうかね。 

○分科会長（森垣 康平） 瀬崎部次長。 

○コウノトリ共生部次長（瀬崎 晃久） 本日、この

後、ご審議いただきまして、速やかに事務のほうを

進めさせていただきます。 

 今考えてますスケジュール感ですけれども、引換
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券を印刷させていただいて、それぞれ基準の日でリ

ストを打ち出ししてということでなりますので、ま

ず、引換券の発送を最短で３月の中旬、ここででき

るように事務を進めたいと考えてます。 

 したがいまして、その後の販売開始が３月の中下

旬で、予定としましては８月末ぐらいまでの間に販

売期間として、１か月、利用期間余裕を持って９月

末、上半期で事業が終えるように取り組みたいとい

うスケジュール感で考えております。以上です。 

○委員（西垣 秀昭） ありがとうございます。 

○分科会長（森垣 康平） そのほか。 

 ちょっと私から１つだけ。プレミアム商品券につ

いてなんですけど、地域によっては大手スーパーと

か量販店で使えない券を混ぜ込んでいるような町

があるように、例えばそっちの町は商品券の配布だ

ったんですけど、８，０００円分はどこでも使えま

すよ。プラス２，０００円か３，０００円は地域の

本当、本社がその町にあるみたいな何か縛りが入っ

てたのかな、で使える商品券ですみたいな配布の仕

方をしてる町が何個か例で挙がってたんですけど、

やはり多くの量販店とか大手のスーパー、どことは

言いませんけど、でほとんど使われてしまうという

実績で、地元の経済効果ということを考えるんでし

たら、やはり地元主体の商店でしか使えない券とい

うのは、検討とかはないんですかね。ちょっとそれ

だけお聞かせください。 

 瀬崎部次長。 

○コウノトリ共生部次長（瀬崎 晃久） 委員長ご指

摘のとおり、やはり域内経済の循環というのも、

我々環境経済課では重要な任務になります。そうな

った場合には、利用店舗を市内の事業主様、外から

の出店事業者様ではないところに限定するという

のも、重要な施策かと思います。 

 その一方で、今回の国から頂きます臨時交付金の

一番重要なところとしましては、市民の皆様が物価

高騰でお困りである、生活を支えるということにな

りますと、市外に本社がある事業者様でもお使いい

ただくということのほうが、利便性が高まってとい

う観点もありまして、中でも相談をしまして、結果

的には前回も今回も、後者のほう、市外に本社があ

っても域内の市民の皆様が使える、使いやすい、よ

り利便性があるという判断をしたというところで

す。 

 しかしながら、本当に市内の店舗様の経営という

のも非常に重要だと思いますので、しっかりと分析、

検討をしていきたいというふうに考えております。

以上です。 

○分科会長（森垣 康平） ありがとうございました。 

 そのほか、ありませんね。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（森垣 康平） それでは、質疑を打ち切

ります。 

 賛否の確認をいたします。 

 本案について、賛成とする方は挙手をお願いいた

します。 

〔賛成者挙手〕 

○分科会長（森垣 康平） 全員賛成と認めます。 

 ここで、建設経済分科会を暫時休憩いたします。 

午前１１時２５分 分科会休憩 

──────────────────── 

午前１１時２５分 委員会再開 

○委員長（森垣 康平） ただいまから、建設経済委

員会を再開いたします。 

 以上で、当委員会に付託されました議案に対する

審査は終了いたしました。 

 この際、委員の皆さん、当局の皆さんから何かご

ざいましたらご発言をお願いいたします。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（森垣 康平） ないようでしたら、当局の

皆さんは退席していただいて結構です。お疲れさま

でした。 

 暫時休憩いたします。 

午前１１時２５分休憩 

──────────────────── 

午前１１時２６分再開 

○委員長（森垣 康平） 休憩前に引き続き委員会を

再開いたします。 

 それでは、協議事項２番、意見・要望のまとめ、
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ア、委員会意見・要望のまとめに入ります。 

 本日、委員会において審議しました議案について、

当委員会の意見・要望として、委員長報告に付すべ

き内容についてご協議をいただきたいと思います。 

 ご発言があればよろしくお願いいたします。 

 暫時休憩します。 

午前１１時２７分休憩 

──────────────────── 

午前１１時２７分再開 

○委員長（森垣 康平） 会議を再開いたします。 

 特にはないようですので、なしでいきたいと思い

ます。 

 先ほど、ないということでしたが、一応、正副委

員長にご一任をいただきたいと思いますが、ご異議

ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（森垣 康平） 異議ないようですので、正

副委員長にご一任をお願いいたします。 

 ここで、建設経済委員会を暫時休憩いたします。 

午前１１時２７分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前１１時２７分 分科会再開 

○分科会長（森垣 康平） ただいまから建設経済分

科会を再開いたします。 

 これより、イ、分科会意見・要望のまとめに入り

ます。 

 本日、分科会で審査いたしました第１４１号議案、

令和７年度豊岡市一般会計補正予算（第７号）につ

いて、分科会意見・要望として予算決算委員会に報

告すべき内容について、ご協議をいただきたいと思

います。 

 分科会審査に関わる意見・要望について、ご発言

があればお願いいたします。 

 暫時休憩いたします。 

午前１１時２８分休憩 

──────────────────── 

午前１１時２８分再開 

○分科会長（森垣 康平） 会議を再開いたします。 

 分科会報告について、特に意見・要望ないようで

すが、案文については正副分科会長にご一任をお願

いしたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（森垣 康平） 異議がないようですので、

正副分科会長にご委任をお願いいたします。 

 以上をもちまして建設経済分科会を閉会いたし

ます。 

午前１１時２８分 分科会閉会 

──────────────────── 

午前１１時２８分 委員会再開 

○委員長（森垣 康平） ただいまから、建設経済委

員会を再開いたします。 

 最後です。４のその他ですが、委員の皆さんから

特にご発言はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（森垣 康平） それでは、以上をもちまし

て建設経済委員会を閉会いたします。お疲れさまで

した。 

午前１１時２９分閉会 

──────────────────── 


